
尼崎市経済環境局環境部 

産業廃棄物対策担当 宛 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書等提出シート 

下記1の書類について、別添のとおり提出します。 

記 

1 提出書類 

＜該当を選択＞ 

図産業廃棄物処理計画書（f

Z 産業廃棄物処理計画実施状況報告書（RDF

分・書類ノへ1部） 

・書類 1部） 

・書類 部） 

・書類 部） 

■ 特別管理産業廃棄物処理計画書（PDF

■ 特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF

（住所） 

兵庫県尼崎市杭瀬欝讐■r番11号 
2 提出者 

（名称‘代表者氏麟I擁薫舞y 
宮崎建設株式会社競難輟麟g 
代表取締役社長l暾I 藤.) 

（所在地） 

尼崎市内一円 

3 対象事業場 （名称） 

尼崎市内各工事現場 

（事業場コード（6 桁）) 909267 

（業種コード（4 桁）) 0600 

（業種名）総合工事業 

（フレ一ム：完成エ事高）212,800万円 

4 事業場データ 

（報告データ） （廃棄物発生場所地域名）＜該当地域に〇印をしてください。＞※ 

11ネ申戸市、（ュ多フ尼崎市、 13姫路市、14西宮市、 

21阪神南、22阪神北、23東播磨、24北播磨、25中播磨、26西播磨、 

27但馬、28丹波、29淡路 

※地域は政令市・県民局単位。複数地域にまたがる場合、第2面は地域ごとに作成ください。 

（所属）総務部 

（氏名）浪江 宏樹 

5 ご担当者 
（電話）06・6401・2621 (FAX) 06-6401・2553 

(E-mail) namie@miyazaki-kensetu.co.jp 

（建設業） 

本用紙は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第11項及び第12 条の2第12項で定める公表対象の様式では 

ありませんので、同法により公表することはありません。 

ただし、別添の様式はすべて公表されますので、別添の様式中に個人情報等を記載しないようご注意ください。 



様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

尼崎市長 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

産業廃棄物処理計画書 

令和5 年 5 月 30 日 

殿 

提出者 

七誉ブ ：：鬻難T1Tn-
曝終押：受、心sか （法人にあっては、名称及越代表者ガ遡ッ 

警物）志喫さレ 

条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

事 業 場 の 名 称 尼崎市内各工事現場 

事 業 場 の 所 在 地 尼崎市内一円 

計 画 期 間 令和5年4月1日～令和6年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事業の種類 06 総合工事業 

②事業の規模 212, 800万円 （令和4年12月31日現在） 

③従業員数 29人（令和5年4月1日現在） 

④産業廃棄物の一連 
買告否費李薯vノ 犬七 
の処理の工程 

口「I"/ -1 hflゴ羽tエロF 1刀、し＋、い 
別添1 処理工程図のとおり 

日本産業規格 A列4 



（第2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別添2 管理体制図のとおり 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

別添3 集計表のとおり 

排出量 

①現状 （これまでに実施した取組） 

分別および再生利用のための十分な技術力を有する処理業者を選定し、 
書面による契約を徹底すると共に、日本産業廃棄物処理振興センターの 
JWNET加 入 並 びに株リバスタの電子マニュフェスト運用サポート契約締結 
による着実なマニュフェスト施行により、適切な産廃処理を担保する。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

排出量 

別添3 集計表のとおり 

（今後実施する予定の取組） 

・簡易梱包の建築資材を優先的に採用する。 
・廃棄物化時点で、再生利用し易い建築資材を優先的に採用する。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

分別に努め、適切に処理する。 

①現状 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

引き続き分別に努め、適切に処理する。 

②計画 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

①現状 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

別添3 集計表のとおり 

（これまでに実施した取組） 

特になし。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 

別添3 集計表のとおり 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行った 
産業廃棄物の量 

自ら中間処理により減量した 
産業廃棄物の量 

別添3 集計表のとおり 

（これまでに実施した取組） 

特になし。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 

別添3 集計表のとおり 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 



（第4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

別添3 集計表のとおり 

（これまでに実施した取組） 

特になし。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

別添3 集計表のとおり 自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 

ミ廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

別添3 集計表のとおり 

全処理委託量 

優良認定処理業者への 

処理委託量 

再生利用業者への 
処理委託量 

認定熱回収業者への 
処理委託量 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

（これまでに実施した取組） 

委託基準に基づき、可能な限り再生利用業者を選定しているほか、コス 
ト的に大差がない限り優良認定処理業者を選定している。 



（第5面） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

別添3 集計表のとおり 

全処理委託量 

優良認定処理業者への 
処理委託量 

再生利用業者への 
処理委託量 

認定熱回収業者への 
処理委託量 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

（今後実施する予定の取組） 

引き続き再生利用業者や優良認定処理業者に優先的に処理委託を行うほ 
か、委託先の分別作業場や最終処分場の現地確認を定期的に実施する。 

※事務処理欄 



（第6面） 

備考 
1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ 
と。 

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 
(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請 

完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ 
事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま 
での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中 
間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間 
処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量 
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行 
令第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収 
施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者）であ 
る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ 
の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと 
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の 
種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入 
すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき 
は、 「一」を記入すること。 

7 ※欄は記入しないこと。 



別添1処理工程図 

混合ガラ 

ii 

産廃処理業者（以下の工程は委託） 

II 

分 

別 

作 

業 

＝う 

＝→ 

ニ→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

0221：建設汚泥 

0800：木くず 

1500：が才は類 

1501：コンクリート 

片 

1502：アス・コン 

片 

2010：建設混合 

廃棄物（安定型） 

2020：建設混合 

廃棄物（管理型） 

2430：廃プラスチック 

類（石綿含有産業廃棄物） 

2440：が11は類 
（石綿含有産業廃棄物） 

2500：水銀便用製品産菜踊乗物 

（廃プラスチック類、金属くず、ガラス 

くず、コンクリートくず及び陶磁器く 

ず） 

造粒固化 

令和5年5月30日 

= ＝→ 燃料チップとして再利用 破 砕 

= → 路盤材として再利用 破 砕 

＝う → 再生砕石として再利用 破 砕 

→ =う 再生骨材として再利用破 砕 

→ 

→ 

＝今 

処分場埋立 

処分場埋立 

処分場埋立 

処分場埋立

破 砕 → 有価物として売却

→ 有価物として再生利用



別添2 管理体制図 

産業廃棄物管理体制 

社長 

※産廃処理計画策定 

「遜愛舞二「－ーーーーーIーーーーーーーー 

※報告 

※契約 

令和5年5月30日 

専務 常務 

‘一－,-,-I ー一ー一ー一ー一ー，」ーー一ー一－一ー一ー一ーー．ーー~ 

※産廃集計・現状報告・処理方針提言 

安全衛生委員会 

委員長 エ事部長 

副委員長 エ事担当部長 

委員長 現場所長 

II 'I 

I, I, 

'I 'I 

I, 'I 

総務主任 
事務局 

エ事部事務 

工事部 

責任者：エ事部長 

各現場作業所 

責任者：現場所長 

営業部 

行政 

産業廃棄物運 
搬・処理業者 

総務部 

責任者：営業部長 責任者：総務部長 



別添3 集計表 

現状：前年度（令和4年度）実績量 

計画：今年度（令和5年度）計画量（目標） 令和5年5月30日 

産業廃 

棄物の 

種類 

排出抑制 
自ら再生利用を 

行った（行う）量 

自ら行う中間処理 

海洋投入処分を 

行った（行う）量 

処理の委託 

排出量 
自ら熱回収を 

行った（行う）量 

自ら中間処理により 

減量した（する）量 全処理委託量 
"“疋処埋裏者へqJ 

処理委託量 

月土判用策自への 

処理畳託量 

認正割回収革省へOJ 

処理委託且 

叫止誤回収革看以外の 

隣回収を行う業者への 

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 

0221 建I露ら泥 396.00 400.00 396.00 400.00 0.00 0.00 266.00 400.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0800 木くず 77.00 100.00 77.00 100.00 77.00 100.00 52.36 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

1500 がれき類 65.12 100.00 65.12 100.00 65.12 100.00 58.61 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

1501 コンク 

リ－ト片 
2,725.67 1,500.00 2,725.67 1,500.00 2,725.67 1,500.00 2,453.10 1,500.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

1502 アス・コ 

ン片 
109.80 100.00 109.80 100.00 0.00 0.00 98.10 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2010 建騒見合 

廃棗物（安定型 

のみ） 

31.28 50.00 31.28 50.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2020 建I会混合 

廟棄物（管理型 

含む） 

98.54 100.00 98.54 100.00 98.54 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2430扇プラス 

チック類｛石M含 

有産鳳鳥．物） 

1.40 1.00 1.40 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2440がれき類 

（石柳含有産粛 

廃素物） 

16.28 15.00 16.28 15.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2S"“恒用■“" 

..（肩プ●スチ，ク鳳 

●．くr ”ラスくす コ 

ンクリ一トくず騒び”’ 

くず） 

0.02 0.00 0.02 0.00 0.02 0.00 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

合計 3,521.11 2,366.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3,521.11 2,366.00 2,966.35 1,800.00 2,928.19 2,200.00 0.00 0.00 0.00 0.00 


